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項目 R2実績 R3実績 R4実績 R5目標 R5結果

1 市民

より多くの家庭に利用してもら
い、子育ての負担を軽減し、
家庭を支援します。

年間利用者数
（単位;人） 9.732人 9,782人 12,006人 12，000人 15，268人 Ａ：達成（優）

2 業務

より一層の利用を促すため、
ホームページやパンフレットで情
報提供をしていきます。

広報　　　　（単位;回）

年42回 年42回 年42回 年42回 年42回 Ａ：達成（優）

3 市民

要望や苦情には、速やかに対
応します。

随時実施アンケートに5
開所日以内に回答 随時 随時 随時 随時 随時 Ａ：達成（優）

4 業務

災害、事故発生時の対応を
強化します。

訓練等の実施（単位；回）

年5回 年4回 年4回 年4回 年4回 Ａ：達成（優）

5 市民

乳幼児を対象とした様々なイ
ベントを計画し、楽しく子育て
できる環境を提供していきま
す。

実施回数
参加人数
（単位；人）

337回
1.537人

267回
1,209人

250回
（1,596人

250回
（1,500人

168回
（1,678人） Ａ：達成（優）

6 人材

内部研修、外部研修に積極
的に参加します。

職員1人あたり年間1回
以上の研修参加（単位;
回）

外部1人1
回

内部20回

外部　0回
内部20回

外部　2回
内部20回

外部　4回
内部20回

外部　6回
内部20回 Ｂ：達成
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視点
評価指標

施設名

施設の
設置目的

No. 評価

当初人員(人） R5.7.27

　子育てを行う市民の交流及び集いの場として、また、育児不安等についての相談及び指導
並びに子育てについての情報提供を行うとともに、一時的又は緊急的な保育ニーズに対応し、
市民の子育てを支援する目的として設置する。

当初予算（千円）

R6.3.31

主な事業等
目標達成状況
未達成理由

新潟市子育て応援ひろば 中央区健康福祉課

毎月のひろばだより
新潟市のホームぺージ
市報にいがた　情報誌掲載

アンケート実施
（8月に集中月間として個別に依
頼する）

ひろば無料開放
短時間保育

新型コロナウイルス感染防止対策をはじめ、市民はもとより市外、県外の方にも安心安全に利用して
いただけるように取り組み、居心地のよい”ひろば”を提供します。
あわせて下記について重点的に取り組み、目標達成に努めます。
①　「換気、消毒、距離を保つ」の徹底に努めます。
②　リーフレットの設置場所を増やし、子育て支援を必要とする人に届くように努めます。
➂　ひろばの安心安全に　配慮します。
④　職員の資質向上に努め、親切・丁寧な対応に心がけます。

・通常の開館時間に戻り、少しずつではあるが前の姿を取り戻しつつある。新規の利用者が増え。それに伴い利用者数も増えてきた。
・イベントは参加者の予約を引き続き続けていきたい。また、季節の製作遊びの年間計画を立て、来館者が楽しめるようにしてきており、イベント数
に入れた。
子どもたちの作品をひろば内に飾るようにしたらそれを楽しみに来館する親子もいた。
・外部研修は健康福祉課内でのオンライン研修に参加させてもらうことができ、受講できた職員もいて改善されたと思う。

・集中実施期間　　8/1～8/20
　回答数　105
・その他随時回収

・引き続きイベントは予約制とした。
また、毎月の製作遊びを加えた。

育児講座・絵本の読み聞かせ
日曜日のお楽しみ
スタッフと一緒・製作遊び

保育研修への積極的な参加
内部研修で資質向上

ビル全体の防災計画のほか、ひろば
独自の訓練を計画・実施した。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

避難訓練（2回）
防災訓練（2回）

健康福祉課内でのオンライン研修に
参加し、研鑽を積むことができた。


